
 

 

 

 

 

 

 

 

9月行事予定 

日 曜 行     事 給食 

１ 日 あいさつ運動強調旬間（～10日） ― 

２ 月 第２学期始業式 給食開始    ○ 

３ 火 委員会活動⑥ ○ 

４ 水 校内研修 ○ 

５ 木 校内絵を描く会 ひまわり会 18:30 ○ 

６ 金  ○ 

７ 土  ― 

８ 日 敬老会（公民館）12:30 ― 

９ 月 Ｅ-ＡＣＴ 英語（６年）～27日   ○ 

１０ 火 食育 TT（５・６年） ○ 

１１ 水 校内研修 研究授業（３・４年）② ○ 

１２ 木 修学旅行前内科検診（６年）13:30     ○ 

１３ 金 校納金 ALT訪問 ○ 

１４ 土  ― 

１５ 日  ― 

１６ 月 敬老の日 ― 

１７ 火  ○ 

１８ 水 職員会・校内研修                 ★ ○ 

１９ 木 参観日・引き渡し訓練 ○ 

２０ 金  ○ 

２１ 土 秋の全国交通安全運動（～30日） ― 

２２ 日 秋分の日 ― 

２３ 月 振替休日 ― 

２４ 火  ○ 

２５ 水 修学旅行（６年）  ○ 

２６ 木 修学旅行（６年） ○ 

２７ 金 修学旅行（６年） ○ 

２８ 土  ― 

２９ 日  ― 

３０ 月 学校関係者評価委員会 18:30 ○ 

【１０月の主な行事等】  

・ 南予用水見学会（３・４年 野村ダム） 

・ 市陸上運動記録会（８日） ※ 平野運動公園 

  ・ 地方祭（19日） 

・ ・ 学団遠足（２５日） ※ 雨天実施 

  ・ 県ＰＴＡ大会（２６日・八幡浜市） 

◎ 人権参観日・講演会（３１日） ※ 年間計画から変更 

◎ 学芸会 １１月３０日（土）    ※ 年間計画から変更 

※  現段階での予定ですので変更の可能性があります。御

了承ください。 
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 体験からの学びを 

今年の夏は、「パリオリンピック・パラリンピック」に夢中

になり、生活のリズムが乱れてしまった方も多いはずです。

大会では、日本人選手だけでなく世界中のアスリートが多

くの感動を与えてくれました。なかでも、「初老ジャパン」が

総合馬術団体で銅メダルを獲得したことは、中年世代の

私にとって大きな刺激となりました。 

日本の馬術競技のメダル獲得は、１９３２年ロスオリンピ

ックにおいて馬術障がい飛越競技で西竹一（以下、西と表

記）が金メダルを獲得して以来９２年ぶりだそうです。西の

人生を調べてみると、彼は１９４５年の硫黄島の戦いにおい

て、戦車第２６連隊長として指揮を執り、戦死しています。さ

らに調べてみると、西の人柄を感じさせるエピソードが残っ

ていました。硫黄島の戦いで負傷した米兵が逃げ遅れて

日本軍の捕虜となり、西の前に連れてこられ、尋問されたと

きのことです。米兵の持っていた「早く帰ってきなさい。母は

それだけを待っています。」という手紙を見て、「どこの国で

も人情に変わりはないな。」と悲しい表情を浮かべ、できる

限りの看護を行いましたが、翌日、米兵は西に感謝しなが

ら亡くなったそうです。その他にも、西の愛馬ウラヌスへの

思いや硫黄島でのエピソードを知れば知るほど、戦争がい

かに愚かで、人命を軽視した無意味な行為であることかを

実感しました。 

小学校では、６年生が社会科や総合的な学習の時間を

通して平和について学びますが、どうしても表面的な学習

になりがちです。やはり、教科書やインターネットでは、戦争

がもたらす悲劇は子どもたちに伝わりません。幸いにも６年

生は、２学期の修学旅行で広島に赴き、原爆ドーム、平和

記念資料館を見学する機会があります。直視しづらい写真

や資料が数多く展示されていますが、決して眼をそらさず、

戦争があった過去の歴史に正面から向き合い、今平和で

あることの喜びを感じてほしいと思います。 

２学期は、校内絵を描く会、陸上部や音楽部などの課外

活動、学芸会などが控えています。他にも外部講師を招き、

芸術文化交流事業「どんどこ！ 巨大紙相撲」を実施する

など、自分の目で見て、肌で感じる体験活動を通して、子ど

もたちの豊かな心を育てていきたいと思います。2学期も本

校の教育活動に対する御支援と御協力をよろしくお願い

いたします。                      （文責：後藤 敏夫） 
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